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　令和 4年第 3回定例会は、9月 6日開会し、26 日に閉会しました。
　諮問1件、同意2件、条例改正等4件、契約1件、補正予算5件、決算認定6件、剰余金処分1件、
議員発議 1 件、財産の取得 1 件の計 22 件を審議しました。7 日には 4 人が登壇し、計 8 項目
の一般質問を行いました。

　決算の結果、未処分利益剰余金が１億8355万9763円となり、このうち6000万円を建設改良積立
金に2441万4616円を減債積立金に積み立て、減債積立金の取り崩し分4914万5147円を資本金に
組み入れ、次年度繰越利益剰余金を5000万円とするもの。（全員賛成：可決）

特別会計補正予算(全員賛成・可決)

水道事業会計補正予算(全員賛成・可決)
収益的支出の予算額を58万4千円増額し総額を2億9297万円とする

国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業

２億6925万１千円追加し
1449万３千円追加し
１億1184万円追加し

27億896万７千円
４億8910万１千円
18億2565万６千円

水道事業会計剰余金処分

令和４年 第３回定例会

10億5510万9000円を追加
総額101億3193万3000円

全員賛成

可決
一般会計
補正予算
第６号

＊自治体デジタル化に向けたシステム改修事業

＊マイナンバーカードの申請促進事業

＊財政調整基金ほか 3 件の積立金

＊ふるさと納税事業
　　　寄付者に対して町内産品の発送等

＊認知症グループホーム防災改修等支援事業

＊養護老人ホーム職員の処遇改善

＊保育所等の給食緊急支援事業

＊学校給食へ食材提供を行う事業
　　　県と連携し県産牛肉の提供　
＊しいたけ等生産体制強化事業

＊門川町地域活性化映画製作等支援事業補助金

＊消防団員の処遇改善の伴う報酬額増加

＊防災行政無線の戸別受信機購入事業

＊海浜総合公園野球場改修事業
　　　ラバーフェンス改修等

＊災害復旧工事
　　　林道塩見谷・土々呂内線等

…………………………………831 万円

……………………………………………423 万円

…………………………………………５億 8294 万円

…………………………………………………………２億 9705 万円

……………………………………753 万円

…………………………………………………45 万円

……………………………………………………237 万円

…………………………………………………290 万円

……………………………………………………445 万円

………………………………2459 万円

…………………………………………71 万円

……………………………………………207 万円

…………………………………………………2940 万円

……………………………………………………………………520 万円

( 歳出の主なもの ) （金額は万円単位、千円以下切り捨てています）

令和３年度 会計別決算概要

会計名

令和３年度予算規模

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

簡易水道事業特別会計

当初予算

826,300

229,413

48,420

169,482

1,107

82億6300万円

26億1091万2千円

108億7391万2千円

最終予算額

1,164,965

270,323

49,059

181,566

1,278

収入済額

1,137,055

260,187

48,724

183,041

1,313

支出済額

1,065,397

231,302

48,306

171,948

1,093

水道事業会計 区　分

収　入

支　出

収　入

支　出

当初予算額

37,493

28,784

17,290

34,089

最終予算額

37,614

29,324

14,625

35,839

決算額

38,011

26,973

14,269

33,066

収益的収入および支出

資本的収入および支出

（金額は万円単位、千円以下切り捨てています）

当 初 予 算

国庫補助の決定等に伴う補正

最 終 予 算

決算額

113億7055万2千円

106億5367万3千円

7億1657万9千円

歳 入

歳 出

歳 入 歳 出 差 引 額

令和３年度決算  全員賛成：認定
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令和３年度決算    認定委員会審査決　

算　

審　

査

決　

算　

審　

査

≪財政課≫
問：�令和３年度で新庁舎建設事業は終了した。
　　単年度当たりの確定返済額は。
答：�令和３年度の返済額は4347万８千円であっ
た。令和４年度から本格的に元利償還が始ま
り、支払い終了は令和32年度を見込んでいる。

≪まちづくり推進課≫
商工費　３億3307万3889円
　乙島倉庫設置、心の杜ふれあい広場遊具修繕、
観光協会への補助、コロナ禍飲食店支援、振興券
の販売など。
問：SNSを使った観光広告料の効果は。
答：�委託している事業者からクリック数などの
報告書を出してもらっている。

問：キャラクターグッズの作製とは。
答：�びろっぴーのぬいぐるみをもう一体追加す
　　る。

≪教育課・共同調理場≫
教育費　10億2367万2401円
　スクールバスなど運行委託料、奨学金貸付、
学校給食センター工事、ふるさと文化財団へ委
託料など。
問：食材費高騰が続くが給食費への影響は。
答：�現状では値上げは考えていない。

≪環境水道課≫
問：有事の際の対応は。
答：�水道給水マニュアルを作成。地域防災計画
に基づき給水を行う。

問：期間総配水量が増えている要因は。
答：�地下の配水管からの漏水が増えている。
問：耐用年数40年を過ぎている水道管の長さは。
答：�総延長は154㎞あるが、その内41㎞。

≪農林水産課・農業委員会≫
農林水産費　３億2601万6042円
　農地調査、松くい虫防除、有害鳥獣駆除、稚
魚放流など。

問：公有林を伐採した収入は。
答：�森林組合へ５年契約で委託しており最終年
で精算する。

問：�有害鳥獣追い払いエアガン貸出時の危険性
喚起は。

答：貸与時に使用者へ研修を行っている。

≪建設課≫
土木費　３億6297万3302円
　橋梁点検業務、小園栄ヶ丘線ほかの草刈業務
や道路維持工事、曽根米ノ山線道路改良工事な
ど。町営住宅の指定管理の委託を開始した。

問：橋梁点検の結果は。
答：�令和３年度の判定結果は支障なし及び予防
保全措置を講ずることが望ましいとの診断。

≪健康長寿課≫
問：�パワーリハビリ用備品購入（801万5700円）
の利用実績は。

答：�社会福祉協議会に配備、無料で利用できる。
コロナ感染防止による閉館もあり、令和３年
度利用実績は2026人であった。

≪総務課≫
問：�地区防災組織活動助成補助金（349 万５千
円）の内訳は。

答：�資機材購入８地区、避難路・避難場所整備
５地区である。令和４年度から補助金申請
は地区防災計画作成が必須となった。

≪まちづくり推進課≫
問：�心の杜レストランの賄材料費が売上額の５
割を占め、赤字の大きな要因となっている。
この点を改善すべきでは。

答：�経営改善委員会で提案されたことを３か年
かけて取組む。指摘された点も含めて、今
後の課題として検討する。

≪福祉課≫
問：�本町内の保育士確保対策の取り組みは。
答：�本町全体としては、定員より多く児童が入
所しているため、不足しているとは捉えて
いないが、園によって保育士が不足してい
ると聞いている。本町としても対応策を模
索中である。

総務財政厚生常任委員会産業建設文教常任委員会

▲パワーリハビリ（福祉センター内）

▲保育の様子

▲補助金で購入した発電機
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一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

な
い
。
本
町
の
学
力
は

年
々
全
国
平
均
と
の
差
は

縮
っ
て
い
る
。
教
職
員
の

努
力
、
学
力
向
上
支
援
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学

習
支
援
等
が
成
果
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

学
力
テ
ス
ト
結
果
の
み
で

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

生
き
る
力
と
し
て
の
学
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　目標額を立て、取組むべきでは
山
や ま

岡
お か

　節
せ つ

夫
お

 議員　

町長　門川町のファンを増やすことに注力したい

問
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
自
主
財
源
と
し
て
活
用

で
き
る
貴
重
な
財
源
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
の
伸
展
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
考
え
か
。

　
寄
附
額
は
平
成
30
年
度

２
０
０
４
万
円
。
令
和
３

年
度
６
億
６
千
万
円
と
、

順
調
に
寄
附
額
は
増
加
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
て
、
よ
り

多
く
の
方
に
門
川
町
の
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
い
、

本
町
の
活
性
化
に
努
め
る

所
存
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
返
礼
品
の
新
規
開
拓
、

効
果
的
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
活
用
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
。

問
全
国
一
位
の
自
治
体
寄

附
額
は
１
５
２
億
円
で
あ

る
。伸
展
目
標
額
を
定
め
取

組
む
べ
き
で
は
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
理
念

か
ら
、
額
を
目
指
す
の
で

な
く
、
門
川
町
の
魅
力
を

伝
え
て
い
く
。
額
は
結
果

で
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問
地
場
産
品
基
準
を
守
ら

な
い
と
、
ふ
る
さ
と
納
税

指
定
取
り
消
し
処
分
を
受

け
る
。
本
町
の
返
礼
品
基

準
と
審
査
は
。

　
返
礼
品
を
調
達
す
る
場

合
は
提
供
事
業
者
、
ふ
る

さ
と
納
税
委
託
業
者
、
当

課
担
当
者
、
３
者
で
話
し

な
が
ら
、
返
礼
品
と
し
て

提
供
で
き
る
の
か
判
断
し

て
い
る
。

問
本
町
フ
ア
ン
の
確
保
は

真
摯
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
寄
附
金
充
当
事
業
の

進
捗
状
況
や
成
果
報
告
を

伝
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
本
町
が
発
展
し
て
ほ
し

い
。
前
に
進
め
た
い
と
の

気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
の

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

と
認
識
し
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
利
用
し
て
、

観
光
の
整
備
や
西
門
川
等

を
含
め
た
地
域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
を
構
築
し
、
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
理
解
し
て
頂
く

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問
返
礼
品
の
新
規
開
拓
を

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

く
考
え
か
。

　
新
規
開
拓
は
事
業
者
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

既
存
参
入
事
業
者
や
新
規

事
業
者
と
連
携
を
密
に
し

て
、
新
商
品
の
開
発
や
既

存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
等
に
努
め
て
い
く
。

　
本
町
に
お
け
る
農
林
水

産
業
・
商
工
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
を
最
大
限
発
揮
で
き
る

よ
う
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
継
続
的

に
新
規
開
拓
に
努
め
る
。

問
返
礼
品
開
発
を
目
指
す

起
業
家
の
育
成
や
支
援
の

取
組
み
は
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

寄
附
金
を
活
用
し
て
、
起

業
家
の
育
成
・
支
援
は
可

能
と
考
え
る
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
中
で
は
技
術
的

支
援
が
難
し
い
。

問
県
北
地
域
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
結
果
は
、
国
・
県

全
体
の
平
均
正
答
率
を
下

ま
わ
っ
て
い
る
。
学
力
向

上
を
図
る
本
町
の
対
策
は
。

　
自
治
体
間
や
学
校
間
の

競
争
を
あ
お
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
学
力
テ

ス
ト
の
公
表
は
行
っ
て
い

 

町 

長

 

町 

長

 

教
育
長

 

町 

長

 

町 

長

  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

  

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

町 

長

 

町 

長

授
業
展
開
も
図
っ
て
い
け

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

町
民
等
へ
の

　
活
動
支
援
に
関
し
て

問
地
域
福
祉
に
資
す
る
等

の
目
的
を
持
っ
た
自
主
活

動
の
お
知
ら
せ
を
広
報
に

掲
載
し
て
い
く
事
が
、
門

川
町
の
活
性
化
お
よ
び
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
に
、
適
当
と
考
え

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

　
団
体
や
町
民
の
方
の
活

動
を
積
極
的
に
広
報
誌
で

紹
介
す
る
。

　
記
事
が
多
数
の
場
合
、

頁
数
を
増
や
し
て
対
応
す

る
。

ろ
う
者
の

　
情
報
保
障
に
関
し
て

問
前
回
「
ろ
う
者
に
対
応

で
き
る
体
制
整
備
や
手
話

研
修
を
検
討
」
と
い
う
答

弁
だ
っ
た
が
現
状
の
取
り

組
み
は
。

　

な
お
、
手
話
養
成
講
座

は
忙
し
い
と
き
は
継
続
的

に
出
ら
れ
な
く
て
も
可
。

重
要
な
事
は
、
手
話
は
言

語
＝
文
化
と
い
う
理
解
。

聴
者
文
化
と
ろ
う
者
文
化

は
違
う
。
ろ
う
者
と
面
と

向
か
っ
て
、
ど
ん
な
困
難

を
抱
え
て
い
る
か
、
ろ
う

文
化
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
理

解
し
て
ほ
し
い
。

　
手
話
を
学
ぶ
た
め
、
聴

覚
障
が
い
を
持
つ
講
師
の

方
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
関
係
団
体
に
相
談
中
。

手
話
講
座
は
１
年
間
な
の

で
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

　
ビ
デ
オ
通
訳
等
は
費
用

対
効
果
等
検
討
し
判
断
す

る
。

　
来
庁
し
た
目
的
を
選
択

式
で
回
答
で
き
る
来
庁
者

受
付
カ
ー
ド
を
作
成
し
、

配
置
す
る
。

町
立
学
校
の

　
制
服
廃
止
に
関
し
て

問
町
立
学
校
で
の
制
服
義

務
化
を
廃
止
す
る
と
共
に
、

児
童
生
徒
に
わ
か
り
や
す

く
継
続
的
に
通
知
す
る
こ

と
が
性
差
別
撤
廃
の
一
歩

で
あ
り
必
要
な
事
と
考
え

ら
れ
る
が
教
育
長
の
考
え

は
。

　

制
服
は
性
別
分
業
を
支

え
る
精
神
を
象
徴
す
る
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
制
定
さ
れ

た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、

性
自
認
の
多
様
性
に
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
性
別
意
識
固
定

化
（
女
性
差
別
や
性
的
少

数
者
へ
）
の
人
権
侵
害
の

案
件
を
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
徒

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
」

考
え
る
事
と
す
れ
ば
ア
ウ

テ
ィ
ン
グ
（
本
人
の
了
承

な
く
性
的
指
向
や
性
自
認

の
暴
露
）
を
強
い
る
結
果

に
な
り
か
ね
ず
、
そ
れ
自

体
が
人
権
侵
害
。

　

現
状
で
は
教
師
と
生
徒

間
で
の
信
頼
関
係
が
弱
く

本
音
が
言
い
づ
ら
い
、
言

っ
て
も
き
き
い
れ
て
も
ら

え
な
い
等
の
意
見
が
あ
る
。

　
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え

制
服
等
、
校
則
の
見
直
し

を
図
る
予
定
。
教
育
課
と

し
て
も
積
極
的
に
関
わ
り

た
い
。

　
制
服
は
ダ
メ
よ
と
い
う

決
め
方
で
は
な
く
て
制
服

が
ダ
メ
な
の
か
男
女
別
が

問
題
な
の
か
自
分
た
ち
で

気
づ
い
て
解
決
し
て
い
く

事
は
教
育
的
意
義
が
あ
る
。

問
男
女
別
制
服
は
無
く
し

て
当
た
り
前
。無
く
し
た
上

で
、ど
ん
な
服
装
が
よ
い
か

考
え
さ
せ
る
な
ら
わ
か
る

が
、制
服
が
義
務
化
さ
れ
て

い
る
中
で
、民
主
的
に
考
え

て
い
け
る
か
疑
問
。

　

す
べ
て
の
差
別
は
一
部

の
人
た
ち
の
利
権
の
た
め

に
生
み
出
さ
れ
再
生
産
さ

れ
て
い
る
。差
別
が
あ
る
こ

と
を
積
極
的
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
判
断
材
料
も

少
な
い
。そ
れ
が
な
い
所
で

考
え
よ
う
と
言
わ
れ
て
も

声
が
大
き
い
者
の
意
見
が

通
っ
て
い
く
事
に
な
る
。

　

ま
ず
は
大
人
た
ち
が
自

分
事
と
し
て
捉
え
な
い
と

学
校
の
中
が
民
主
的
な
空

気
に
な
ら
な
い
。少
数
の
意

見
も
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な

土
壌
に
な
っ
た
と
き
に
始

め
て
自
分
事
と
し
て
考
え

発
言
で
き
る
と
思
う
が
。

　
質
問
に
あ
っ
た
よ
う
な

　町立学校の制服廃止を
永
な が

井
い

　裕
ゆ う

司
じ

 議員　

教育長　制服を含めた校則の見直しを図る

ふるさと納税寄附金推移

2004

H30年

5163

（単位：万円）

R元年

19606

R２年

66248

R３年

▶�

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の

学
習
支
援
風
景

教
育
課
長

▶
来
庁
者
受
付
カ
ー
ド
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一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

問
町
民
の
方
か
ら
の
相
談
、

苦
情
な
ど
に
対
し
て
、
受

付
後
の
処
理
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
作
成
し
て
は
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し

て
い
な
い
が
、
職
員
の
マ

ナ
ー
研
修
、
各
種
研
修
な

ど
で
今
後
も
丁
寧
に
対
応

し
て
い
く
。

　
住
民
側
に
立
っ
た
わ
か

り
や
す
く
正
確
な
説
明
、

迅
速
な
処
理
の
た
め
に
は
、

職
員
一
人
一
人
の
業
務
内

容
の
把
握
、
知
識
習
得
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今

後
も
職
員
の
能
力
を
高
め
、

積
極
的
に
人
材
育
成
を
推

進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
様
の

ご
指
摘
は
真
摯
に
受
け
止

め
、
相
手
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
た
行
政
を
、
責
任

と
誠
意
を
も
っ
て
対
処
し

て
い
く
。

　食育推進について
米

め ら

良　格
いたる

 議員　

町長　推進計画に沿って取り組む

問
平
成
17
年
、
国
民
の
食

へ
の
意
識
を
高
め
、
健
全

な
食
生
活
で
心
身
を
培
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た

『
食
育
基
本
法
』
に
沿
っ

て
、
本
町
も
食
育
を
推
進

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

評
価
も
含
め
、
今
後
の
計

画
は
。

　『
食
育
基
本
法
』
は
、栄

養
の
偏
り
、
不
規
則
な
食

事
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病

の
増
加
、
過
度
の
痩
身
志

向
、『
食
』
の
安
全
上
の
問

題
や
海
外
へ
の
食
糧
依
存

問
題
な
ど
を
背
景
に
、
国

民
一
人
一
人
が
食
へ
の
意

識
を
高
め
、
健
全
な
食
生

活
で
心
身
を
培
い
、
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
17
年

に
施
行
さ
れ
た
法
律
で
、

本
町
で
は
26
年
度
か
ら
30

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

『
門
川
町
食
育
推
進
計

画
』
を
策
定
し
、『
や
っ
ち

み
ろ
や
健
康
づ
く
り
プ
ラ

ン
21
（
第
２
次
）』
と
と
も

に
推
進
し
て
き
た
。

　
現
在
、『
門
川
町
食
育
・

地
産
地
消
推
進
計
画
（
第

２
次
）』
を
策
定
、令
和
２

年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
第
一
次
計
画
で
は
、
子

供
や
親
世
代
を
中
心
に
行

い
、
実
施
し
た
項
目
に
つ

い
て
は
概
ね
当
初
目
標
を

達
成
し
て
お
り
、特
に「
朝

食
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
中
学

１
年
生
を
対
象
と
し
た
食

育
講
和
、
朝
ご
は
ん
の
試

食
体
験
を
実
施
し
、
効
果

を
上
げ
て
い
る
。

　
反
し
て
郷
土
料
理
、
行

事
食
な
ど
土
地
な
ら
で
は

の
食
文
化
の
希
薄
化
、「
食

品
ロ
ス
」
な
ど
新
た
な
課

題
も
見
つ
か
っ
た
。

　
第
二
次
計
画
で
は
、

【『
守
ろ
う
健
康
　
食
べ

よ
う
　
か
ど
が
わ
の
食
』

～
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
へ
ら
塩
　
Ｍ

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
ベ
ジ
活
～
】
を

打
ち
立
て
、
未
来
を
担
う

子
供
か
ら
健
康
課
題
に
取

り
組
む
高
齢
者
ま
で
、
健

康
で
元
気
な
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

町 

長

 

総
務
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
要

因
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
学
校
活
動
、

部
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
活
動
が
制
限
さ
れ
、
運

動
時
間
が
減
少
し
た
こ
と

等
が
あ
る
。

　
小
・
中
学
校
で
は
ス
ポ

ー
ツ
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
基
に

体
力
向
上
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
教
育
活
動
全
体
を
通

し
た
計
画
的
・
継
続
的
な

取
り
組
み
を
行
う
。

問
令
和
９
年
に
開
催
さ
れ

る
第
81
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
、
本
町
開
催
内
定

と
な
っ
て
い
る
軟
式
野
球

（
成
年
男
子
）、ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
（
同
）
に
対
す
る
本

町
の
取
り
組
み
は
。

　
令
和
４
年
度
は
、
県
の

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
競
技

施
設
整
備
補
助
金
等
を
活

用
し
、
野
球
場
の
内
外
野

の
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
等
の

改
修
を
予
定
。
ま
た
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
用
フ
ェ
ン
ス

を
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
て
購
入

予
定
。

問
年
次
的
に
具
体
的
な
整

備
予
定
は
。

　
来
年
度
以
降
、
防
球
ネ

ッ
ト
の
取
り
換
え
、
ブ
ル

ペ
ン
の
整
備
、
ス
コ
ア
ボ

ー
ド
の
改
修
な
ど
を
計
画

し
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
健
康
増
進
な

ど
を
目
的
と
し
た
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

中
心
に
、「
ボ
ッ
チ
ャ
」
や

「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」等
、高

齢
者
が
気
軽
に
楽
し
め
、

幅
広
い
年
代
で
取
り
組
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
健

康
教
室
で
実
施
し
て
い
る
。

問
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
た
広
報
活
動
に

つ
い
て

　「
ボ
ッ
チ
ャ
」
や
「
カ
ロ

ー
リ
ン
グ
」は
町
広
報
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
啓
発
を

行
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等
の
普
及
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
し
て
き

た
の
で
、
今
後
も
連
携
し

て
、
高
齢
者
並
び
に
小
・

中
学
校
の
授
業
で
の
取
組

も
考
え
な
が
ら
計
画
し
て

い
く
。

問
児
童
生
徒
の
運
動
能
力

の
推
移
と
こ
れ
か
ら
の
対

応
に
つ
い
て

　
本
町
の
児
童
生
徒
に
つ

い
て
、
全
国
と
同
様
に
体

力
・
運
動
能
力
の
低
下
傾

　国民スポーツ大会への取り組みは
田

た

中
な か

　豊
と よ か ず

和 議員　

町長　海浜総合公園野球場を改修予定

▲AKB野菜レシピコンテスト
　(第33回いきいきまちフェステバルにて)

▲門中朝食レストラン

▲海浜公園野球場ラバーフェンス

▲カローリング

▲ボッチャ
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表決表 各議員の審査結果（○：賛成、●：反対、欠：欠席、―：議長）

第４回臨時会一般会計補正予算４号

第５回臨時会一般会計補正予算５号

議　　案
（全員賛成の議案は除く）

田
中

　豊
和

〇

〇

永
井

　裕
司

●

●

宮
本

　正
信

欠

〇

宇
都
宮
三
良

●

〇

出
口

　希
俊

●

●

山
岡

　節
夫

●

●

米
良

　
　格

●

●

中
城

　資
力

〇

〇

菊
地

　稿
治

〇

〇

森

　
　誠
一

●

●

請
関

　義
人

欠

〇

水
永

　正
継

●

●

森
川

　春
夫

〇

〇

岩
佐

　祐
一

－

－
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
を
通
知
。

　
こ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
消
防
団
員
の

活
動
環
境
を
整
え
、
団
員
確
保
を
図
る

た
め
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
。

　
内
容
は
、
班
長
お
よ
び
団
員
の
年
額

報
酬
の
増
額
。
ま
た
、
出
動
手
当
を
出

動
報
酬
と
し
て
支
給
し
、
災
害
活
動
、

そ
の
他
活
動
の
報
酬
額
を
そ
れ
ぞ
れ

定
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

工
事
請
負
契
約

　
総
合
文
化
会
館
空
調
機
入
替
工
事

　
経
年
劣
化
に
よ
る
空
調
能
力
の
低

下
等
に
よ
り
、
空
調
機
の
熱
源
機
器
を

更
新
す
る
も
の
。

　
管
工
事
業
に
登
録
の
あ
る
こ
と
な

ど
の
条
件
を
付
し
た
、
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
を
実
施
。

　
三
者
が
参
加
し
、
そ
の
落
札
者
と
契

約
を
す
る
も
の
。

　
落
札
者
　
㈱
九
電
工
日
向
営
業
所

　
落
札
額
　
５
１
２
６
万
円

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

財
産
の
取
得

　
令
和
９
年
度
に
開
催
が
内
定
し
て
い

る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
本
町
で
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
軟
式
野
球
競
技
が
開

催
予
定
。
競
技
施
設
の
改
修
な
ど
の
準

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
現
委
員
の
任
期
が
、
12
月
31
日
を
も

っ
て
満
了
に
な
る
の
で
、
同
氏
を
再
任

と
し
、
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
、

議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
。

（
適
任
と
す
る
意
見
を
答
申
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

黒
木
俊
枝
氏
　
上
井
野
在
住

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
現
委
員
の
任
期
が
、
９
月
30
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

任
命
者
　
山
倉
照
子
氏
　
加
草
在
住

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　
現
委
員
の
任
期
が
、
12
月
11
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

選
任
者
　
福
田
義
人
氏
　
小
園
在
住

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
改
正
に
伴
い
、
国
家
公
務
員

の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
育
児
休
業
の
取

得
回
数
制
限
の
緩
和
、
非
常
勤
職
員
の

子
の
出
生
後
８
週
間
以
内
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
の
緩
和
な
ど
の
改
正

を
行
う
も
の
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
定
年
が
段
階
的
に
65
歳
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
る
国
家
公
務
員
の
定
年
を

基
準
と
し
て
、
地
方
公
務
員
の
定
年
を

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
改
正
す

る
も
の
。
内
容
は
、
定
年
の
段
階
的
な

引
上
げ
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

制
の
導
入
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年

齢
制
（
役
職
定
年
制
）
の
導
入
、
情
報

提
供
・
意
思
確
認
制
度
の
導
入
等
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

　
前
記
の
条
例
改
正
に
よ
り
、
暫
定
的

な
再
任
用
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
再
任
用
制
度
の
規
定
を

整
備
し
て
い
る
「
職
員
の
再
任
用
に
関

す
る
条
例
」
は
廃
止
す
る
。

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
庁
は
、
消
防
団
員
の
処
遇
等
に

関
す
る
検
討
会
の
中
間
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
、
各
市
町
村
に
年
額
報
酬
等

備
を
年
次
的
に
進
め
て
い
く
一
環
と
し

て
、
競
技
実
施
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
用
フ
ェ
ン
ス
を
購
入
す
る
も
の
。

　
町
内
業
者
を
含
む
５
社
に
よ
る
指

名
競
争
入
札

　
契
約
相
手

　
㈱
ス
ポ
ー
ツ
テ
ク
ノ
和
広
九
州
支
店

　
取
得
契
約
価
格
　
７
７
０
万
円

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

見
書

　
令
和
５
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全

体
の
安
定
確
保
に
む
け
て
、
政
府
に
対

策
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
）

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書

　
先
の
第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
産

業
建
設
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
、「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
」
の
見
直
し
を
中
止
し
、
す
べ
て
農

家
経
営
へ
の
支
援
強
化
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て
、
委
員
会
審
議
で
採
択
、

そ
し
て
本
会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛

成
で
採
択
し
た
こ
と
か
ら
、
国
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
。

（
全
員
賛
成
）

人　

事　

案

契　
　

約

発　

議
・
発　

委

条　

例　

の　

改　

正　

等

令和４年度一般会計補正予算（５号）　賛成多数：可決

一般会計補正予算（４号）
賛成少数：否決

一般会計補正予算（３号）専決処分
全員賛成、承認

　既定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ 1億 782 万 2千円を追加するもの。歳入は国庫支出金 1億 782
万 2 千円を追加。歳出は、原油価格や物価高騰の影響を受けている町民や町内事業者を支援する事業費
を計上。子育て世帯応援給付金事業に 6175 万円、コロナ感染予防のための保育所内 5部屋の空調換気設
備工事に 700 万円、農林水産業者を支援する燃油高騰対策事業に 1322 万円を追加。また、各学校で行う
感染症対策等支援事業に 451 万円、オンライン学習で使用する教室に大型掲示装置を整備する事業に
2134 万円を追加し、財源調整で予備費 2万円を減額する。
　この補正予算には、第 4回臨時会で否決した、乙島国有林を復旧するための経費を合わせて計上。
この件には、多数の議員から様々なご指摘をいただいたが、町内漁業者から早期の事業実施を求める要
望書をいただいていることや、森林管理局等の関係機関からも早急な復旧を求められていることから、ま
ずは伐採した樹木を適正に処理することが第一の責務と考え、再度提案するとしている。

　乙島展望所からの眺望確保を図るべく、町が
発注した「令和 3年度観光地樹木剪定業務委託
事業」において、乙島の国有林（立木）を誤っ
て伐採したことに伴い、乙島国有林を復旧する
ための経費を計上。
　予算は、予備費から 556 万円を、観光費に組
み替える。内容は、伐採樹木の回収、回収した
樹木を林内集積し安定化を図る。また、伐採木
の流失を海上から監視、さらに実施作業を周知
させる看板設置。

　６月定例会後、県補助金の確定に伴う事業、お
よび原油・原材料価格上昇対策として県融資制
度開始に伴う町利子補給事業を実施する必要と
なり対応したもの。歳入歳出それぞれ 497 万 7
千円を追加する。
　歳出は、商工振興費（利子補給補助金）に 333
万円、観光費（補償金）に 1万 8千円、文化振
興（ハートフルシアター）事業に 247 万 1 千円
を追加し、財源調整で予備費 84 万 2 千円を減
額する。

　第４回臨時会は、８月１日に開会。
　諸報告３件、承認 1件、補正予算 1件、計５件を審議しました。諸報告は、給食センター工事（建築
主体、電気設備、機械設備）請負変更契約に関するもの。

　第５回臨時会は８月 26 日に開会。補正予算 1件を審議しました。

令和４年 第５回臨時会

令和４年 第４回臨時会



議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。

次回12月定例会のご案内
（日程は変更になる場合がございます）

総事業費　9億8472万4289円
その内、学校施設課環境改善交付金

1億8357万8000円

学校給食センター
完成

門川町ボランティア連絡協議会主催 台風14号あとの向ヶ浜周辺の清掃活動

　上記の日程で開催を予定しています。日程は変更になる場合があります
ので、町のホームページ等でご確認ください。
　本会議の傍聴について、新型コロナウイルス感染症対策が講じられてい
る場合には、積極的な案内はいたしませんのでご理解ください。

（開会）議案の上程

一般質問

議案の採決（閉会）

6日

7・8日

12日

12/6（火）～12/12（月）

■発行者 /門川町議会議長　岩佐　祐一
■編集 /議会広報編集特別委員会
　〒889-0625　宮崎県東臼杵郡門川町平城東１番１号　ＴＥＬ：（0982）63-1140
■議会広報編集特別委員会 /委員長　森川　春夫　　副委員長　山岡　節夫

委　員　田中　豊和　　永井　裕司　　森　誠一
■印刷 /安井株式会社

編
集
後
記

お
詫
び
と
訂
正

　
前
回
の
議
会
だ
よ
り
１
７
１
号

10
頁
の
討
論
の
記
事
の
見
出
し

に
、「
副
議
長
の
選
任
」と
あ
る
の

は
、正
し
く
は「
副
町
長
の
選
任
」

で
す
。確
認
不
足
で
し
た
。訂
正

し
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
の
会
期
中
に
、台
風

14
号
が
九
州
西
岸
を
通
過
し
、各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
被
災
地
に
は
、多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
入
り
、片
付
け
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。上
記
の
よ
う

に
、向
ヶ
浜
に
お
い
て
も
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。

　
定
例
会
後
の
第
６
回
臨
時
会
で
、

災
害
復
旧
の
た
め
の
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、定
例
会
の
主
な
議
案
の
一

つ
は
、昨
年
度
の
決
算
で
あ
り
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、そ
の
影

響
が
色
濃
く
出
た
内
容
で
し
た
。

　
10
月
に
入
り
急
に
秋
め
い
て
、朝

と
日
中
の
温
度
差
が
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。体
調
管
理
に
は
、充

分
留
意
し
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

（
記
：
森
川
）


